
集団的自衛権行使容認から明文改憲へ─憲法への攻撃を学習で、世論と共同の運動ではねかえそう！  

  講 座 １ 小林 武 沖縄大学客員教授 「安倍内閣、自民党改憲案と国民との矛盾」 

  講 座 2 新原昭治 国際問題研究家 「9 条の力、米の世界戦略と集団的自衛権」 

 特 別 講 座 穀田恵二 日本共産党国対委員長 「参院選後の国会と憲法をめぐる情勢」 
 

と き   ９月２１日（土）午後１時～午後５時  ところ    全労連会館２階ホール  

   ■文京区湯島2-4-4 平和と労働会館〔全労連会館〕℡03-5842-5610 ■JR中央・総武線、東京メトロ丸の内線「御茶ノ水」駅 徒歩8分 

☆事前に下記へファックスまたはメールでお申込みください。おり返し参加証を送ります。（定員で締切り。ホームページなどで告知） 

☆資料代１０００円（学生５００円）を当日、会場でいただきます。／☆講座の講演・特別報告は『月刊憲法運動』１０・１１月号に収録します。 

☆主  催 神奈川憲法会議・埼玉憲法会議・千葉県憲法会議・東京憲法会議・中央憲法会議 

◆ 憲 法 会 議 ◆ 〒101-0051 東京都千代田区神田神保町2-10 神保町マンション202 

       ℡03-3261-9007 fax03-3261-5453 E メールmail@kenpoukaigi.gr.jp 
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